
県の目標、取組等の整理

当面の

目標

背景・

要因

課題

取組

①本館内外（本館収蔵庫、館外プレハブ２棟、旧高田東高校、旧郡山土木事務所）の各所に収蔵する資料を整理（方針に
基づく除籍を含む。）

②本館に整理した民俗資料を収蔵し、適切な環境で保管

●明確な収集方針を持たず、大量に収集した結果、収集点数は本館に収蔵できない状況まで増加
●収集した資料の情報が不足

（１）収集・保存方針等の策定
（２）方針等に基づく整理

（１）委員会から意見をいただき策定
【R７年度中策定】

（２）方針に基づき民俗博物館で整理
【R８年度から本格整理】

課題

取組

（１）資料点数に対する本館の収蔵能力の向上
（２）本館の保管環境の適切化

（１）-1 本館展示室一部を収蔵庫化し、
収蔵スペース増加
【R6年度に検討し、R7年度以降着手】

（１）-２ 既存収蔵庫の収蔵方法見直しによる
収蔵能力増加
【R6年度から見直し検討】

（２） 空調、荷物用EV等の改修
【R７年度以降着手】

取組

新たな展示手法を導入
・収蔵展示 ・デジタル展示
・出張展示

目標① 目標②

収蔵資料減 展示スペース減少


